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[Ser(PO3H2)
65]-Ubiquitin

コード 品名 容量 価格

New 4486-v             [Ser(PO3H2)
65

]-Ubiquitin 50 mg vial      ¥20,000

パーキンソン病関連研究に待望の化学合成リン酸化蛋白質

リン酸化ユビキチンは、遺伝性パーキンソン病関連蛋白質 parkin とPINK1 の働きを結び付ける
分子として、東京都医学総合研究所蛋白質リサイクルプロジェクトプロジェクトリーダー
松田憲之博士らにより、世界で初めて報告されました1)（下図）。

ユビキチンリガーゼ parkin の活性化には、自身のユビキチン様ドメインのリン酸化だけでなく、
アロステリック因子としてリン酸化ユビキチンが必要です。小谷野史香博士らはparkinとユビキ
チンリン酸化は共にPINK1によりそれぞれの蛋白上のSer残基で起こることを明らかにしました。

今回、我々は [Ser(PO3H2)
65

]-ubiquitinの合成に成功し、合成品がparkin活性化作用を示すことを
確認しました。合成 [Ser(PO3H2)

65
]-ubiquitinを用いパーキンソン病へのリン酸化ユビキチンの

影響の解析が進むことが期待されます。

PINK1 によるリン酸化ユビキチンを介した parkin活性化

（本イラストは、東京都医学総合研究所小谷野史香博士・松田憲之博士にご提供いただきました。）
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